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ご注意書き 

 

１． 本資料に記載されている内容は本資料発行時点のものであり、予告なく変更することがあります。当社製品
のご購入およびご使用にあたりましては、事前に当社営業窓口で最新の情報をご確認いただきますとともに、

当社ホームページなどを通じて公開される情報に常にご注意ください。 
2. 本資料に記載された当社製品および技術情報の使用に関連し発生した第三者の特許権、著作権その他の知的

財産権の侵害等に関し、当社は、一切その責任を負いません。当社は、本資料に基づき当社または第三者の

特許権、著作権その他の知的財産権を何ら許諾するものではありません。 
3. 当社製品を改造、改変、複製等しないでください。 
4. 本資料に記載された回路、ソフトウェアおよびこれらに関連する情報は、半導体製品の動作例、応用例を説

明するものです。お客様の機器の設計において、回路、ソフトウェアおよびこれらに関連する情報を使用す

る場合には、お客様の責任において行ってください。これらの使用に起因しお客様または第三者に生じた損

害に関し、当社は、一切その責任を負いません。 
5. 輸出に際しては、「外国為替及び外国貿易法」その他輸出関連法令を遵守し、かかる法令の定めるところに

より必要な手続を行ってください。本資料に記載されている当社製品および技術を大量破壊兵器の開発等の

目的、軍事利用の目的その他軍事用途の目的で使用しないでください。また、当社製品および技術を国内外

の法令および規則により製造・使用・販売を禁止されている機器に使用することができません。 
6. 本資料に記載されている情報は、正確を期すため慎重に作成したものですが、誤りがないことを保証するも

のではありません。万一、本資料に記載されている情報の誤りに起因する損害がお客様に生じた場合におい

ても、当社は、一切その責任を負いません。 
7. 当社は、当社製品の品質水準を「標準水準」、「高品質水準」および「特定水準」に分類しております。また、

各品質水準は、以下に示す用途に製品が使われることを意図しておりますので、当社製品の品質水準をご確

認ください。お客様は、当社の文書による事前の承諾を得ることなく、「特定水準」に分類された用途に当

社製品を使用することができません。また、お客様は、当社の文書による事前の承諾を得ることなく、意図

されていない用途に当社製品を使用することができません。当社の文書による事前の承諾を得ることなく、

「特定水準」に分類された用途または意図されていない用途に当社製品を使用したことによりお客様または

第三者に生じた損害等に関し、当社は、一切その責任を負いません。なお、当社製品のデータ・シート、デ

ータ・ブック等の資料で特に品質水準の表示がない場合は、標準水準製品であることを表します。 
標準水準： コンピュータ、OA機器、通信機器、計測機器、AV機器、家電、工作機械、パーソナル機器、

産業用ロボット 
高品質水準： 輸送機器（自動車、電車、船舶等）、交通用信号機器、防災・防犯装置、各種安全装置、生命

維持を目的として設計されていない医療機器（厚生労働省定義の管理医療機器に相当） 
特定水準： 航空機器、航空宇宙機器、海底中継機器、原子力制御システム、生命維持のための医療機器（生

命維持装置、人体に埋め込み使用するもの、治療行為（患部切り出し等）を行うもの、その他

直接人命に影響を与えるもの）（厚生労働省定義の高度管理医療機器に相当）またはシステム

等 
8. 本資料に記載された当社製品のご使用につき、特に、最大定格、動作電源電圧範囲、放熱特性、実装条件そ

の他諸条件につきましては、当社保証範囲内でご使用ください。当社保証範囲を超えて当社製品をご使用さ

れた場合の故障および事故につきましては、当社は、一切その責任を負いません。 
9. 当社は、当社製品の品質および信頼性の向上に努めておりますが、半導体製品はある確率で故障が発生した

り、使用条件によっては誤動作したりする場合があります。また、当社製品は耐放射線設計については行っ

ておりません。当社製品の故障または誤動作が生じた場合も、人身事故、火災事故、社会的損害などを生じ

させないようお客様の責任において冗長設計、延焼対策設計、誤動作防止設計等の安全設計およびエージン

グ処理等、機器またはシステムとしての出荷保証をお願いいたします。特に、マイコンソフトウェアは、単

独での検証は困難なため、お客様が製造された最終の機器・システムとしての安全検証をお願いいたします。 
10. 当社製品の環境適合性等、詳細につきましては製品個別に必ず当社営業窓口までお問合せください。ご使用

に際しては、特定の物質の含有･使用を規制する RoHS指令等、適用される環境関連法令を十分調査のうえ、
かかる法令に適合するようご使用ください。お客様がかかる法令を遵守しないことにより生じた損害に関し

て、当社は、一切その責任を負いません。 
11. 本資料の全部または一部を当社の文書による事前の承諾を得ることなく転載または複製することを固くお

断りいたします。 
12. 本資料に関する詳細についてのお問い合わせその他お気付きの点等がございましたら当社営業窓口までご

照会ください。 
 
注 1. 本資料において使用されている「当社」とは、ルネサスエレクトロニクス株式会社およびルネサスエレク

トロニクス株式会社がその総株主の議決権の過半数を直接または間接に保有する会社をいいます。 
注 2. 本資料において使用されている「当社製品」とは、注 1 において定義された当社の開発、製造製品をいい

ます。 
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M61509FP 
QXpander内蔵音量/音質制御用サウンドコントローラ 

RJJ03F0014-0100Z 
Rev.1.00 

2003.08.07 

概要 

M61509FPは，“QXpander”システムを使用したサウンドコントローラです。"QXpander"システムは，あらゆるステ
レオ入力信号に対してノーマルおよびワイドの 3Dサウンド拡張機能を提供します。 

【注】 このデバイスはカナダ QSound Lab,Inc.社のライセンスにより製造された製品です。 

特長 

• “QXpander” 音響技術内蔵 
• 電子ボリューム 

0～–84 dB, –∞ 
• 2バンドトーンコントロール 
バス (0～+21 dB/3 dB ステップ) 
トレブル (0～+9 dB/3 dB ステップ) 

• 5入力セレクタ(5番目の入力は REC OUTまたはMIC MIXとして使用できます) 
 

推奨動作条件 

• 電源電圧範囲：±2.25～±2.75 V 
 

用途 

• ラジカセ，ミニコンポ，一般音響機器 
 

システムブロック図 

Bass

Bass

QXpander

TrebleElectronic 
vol

TrebleElectronic 
vol

4-mode
selector
(stereo/
mono
SW)

TAPE

TUNER
CD

AUX

TAPE
TUNER

CD
AUX

CH2 INPUT

CH1 INPUT

REC OUT1 REC OUT2

ALC

MIC
VOLUME

MIC AMP

MIC

POWER AMP

SPEAKER
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ブロック図及びピン接続図 
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端子説明 

端子番号 端子名 機能説明 
1 IN A1 チャネル 1の INPUT端子 
2 IN B1   
3 IN C1   
4 IN D1  chA～Dと独立制御が可能で，同時 ONの使用ができます。 
5 IN E1  chEのみ ONで使用の際はセレクターALL OFFモードでご使用下さい。 
6 QF1 QXpanderフィルタ端子 
7 GF2 QXpanderフィルタ端子 
8 TONEH1 チャネル 1トレブル周波数調整端子 
9 TONEL1 チャネル 1バス周波数，ゲイン調整端子 

10 OUT1 チャンネル 1 OUTPUT端子 
11 GND GND端子 
12 VDD 正電源端子 
13 CONT マイコンデータ INPUT端子 
14 VSS 負電源端子 
15 OUT2 チャンネル 2 OUTPUT端子 
16 TONEL2 チャネル 2バス周波数，ゲイン調整端子 
17 TONEH2 チャネル 2トレブル周波数調整端子 
18 QF3 QXpanderフィルタ端子 
19 QF4 QXpanderフィルタ端子 
20 IN E2  chA～Dと独立制御が可能で，同時 ONの使用ができます。 
21 IN D2  chEのみ ONで使用の際はセレクターALL OFFモードでご使用下さい。 
22 IN C2   
23 IN B2 チャネル 2の INPUT端子 
24 IN A2   
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絶対最大定格 
(指定のない場合は，Ta = 25°C) 

記号 項目 条件 定格値 単位 
VDD-VSS 電源電圧  6.0 V 

Kθ 熱低減率 標準基板装着時注
1 5 mW/°C 

Pd 内部消費電力  500 mW 
Topr 動作周囲温度  −20～75 °C 
Tstg 保存温度  −40～125 °C 

 

 

70mmX70mm 
1.6mm

Cu

Cu  0.25mm
                 25 30mm/
                 18 m

0

0.25

0.5

0.75

0 25 50 75 100 125 150

   Ta  [ ]

  
 P

d
  

(W
)

 
 

推奨動作条件 

規格値  
記号 

 
項目 

 
端子 No. 

 
条件 最小 標準 最大 

 
単位 

VDD 正電源電圧 12  2.25 2.5 2.75 V 
VSS 負電源電圧 14  –2.75 –2.5 –2.25  

CONT 制御信号電圧 13  GND — VDD  
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制御信号仕様 

(1) 信号波形 

r f

WL

(CLOCK,
DATA,
STROBE)

D +1D +0 D +10

2.5V

0V

1.25V
2.5V

DATA L DATA H

STROBE
Thrshold DATA(H/L)

D +11

WHWH

rf

rThrshold CLOCK

(CLOCK)

WH

 

(2) 制御信号電圧規定 

規格値  
デジタル信号 

 
条件 最小 標準 最大 

 
単位 

L信号 L VDD = 2.5 V, VSS = –2.5 V GND — 0.4 
M 信号 M VDD = 2.5 V, VSS = –2.5 V 1.0 1.25 

(VDD/2) 
1.5 

H 信号 H VDD = 2.5 V, VSS = –2.5 V 2.1 — VDD 

V 

 

(3) 制御信号タイミング規定 

規格  
記号 

 
項目 Min typ Max 

 
単位 

tcr デジタル信号のサイクルタイム 8   
tWH デジタル信号のパルス幅 (“H”レベル) 3.6   
tWLC デジタル信号のパルス幅 (“L”レベル) 3.6   

tr デジタル信号の立ち上がり時間   0.4 
tf デジタル信号の立ち下がり時間   0.4 

µs 

 

(4) 制御信号例 (制御データ仕様は次頁参照) 

BYPASS/QXander QXander
VOL/ 20dB

INA,

0dB
MUTE OFF

0V

(MSB

2.5V
D02D12D22D32D42D52D62D72D82D92 STROBED102

D112

18dB

6dB
RECOUT ON(INE)

(GND)

1.25V

D01D11D21D31D41D51D61D71D81D91 STROBED101

D111

D121

D131
D122

D132
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制御データ仕様 

・電源投入時毎にフォーマットのすべてのデータを初期設定ください。 

(1) データ INPUTアドレス 

a
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(b)  
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0

0
1

1
1 1

1

2

1+2

( d)

D92 D102

0dB
3dB
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0
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0
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/
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(2) 制御データ注意事項 

1. 指定外のデータは入力しないで下さい。 
 
2. データ送信は 0.1秒のインターバルを設定してください。 
(理由) ボリューム切替時とサラウンド切替時のショック音防止に「ソフト切替」を採用しているためです(状態が完全
に確定するために 0.1秒間の waitが必要です)。 

(注 1) 「スロット 1」と「スロット 2」は独立したデータですので，別々に送信して下さい。 
(注 2) ボリュームの一部機能とその他の機能については「ソフト切替」機能はありません。 

(例 1) ボリュームを–∞に設定しますと，減衰量は即に大きくなります。ただし，減衰量が厳密に確定するために
は 0.1秒の waitが必要です。 

(例 2) トーンコントロールはデータ送信後即に指定の状態に変更されます。 
 
3. 電源投入後は必ず初期状態設定を実施してください。 
ただし，(VDD–VSS) が 3.3V (TYP) 以下では，次のように強制設定され，マイコンデータの送信は無効ですのでご留
意下さい。 
 
項目 設定 

ゲイン切替 18 dB 
入力選択 ALL OFF 
マスタボリューム –∞ 
MUTE ON (入力 ALLOFF) 
BYPASS/QXpander BYPASS 
モード選択 ステレオ 
バス 0 dB 
トレブル 0 dB 
IN E ON 
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電気的特性 

(指定のない場合は，VDD =2.5 V, VSS =–2.5 V, f =1 kHz, Vi =100 mV(rms), VOL = 0 dB, バス = 0 dB, トレブル = 0 dB,  
VOL/トレブル共用アンプ = 18 dB, サラウンド = BYPASS, RL = 10 K, Ta = 25°C) 

規格値  
記号 

 
項目 

 
条件 最小 標準 最大 

 
単位 

IDD 正回路電流 無信号時 — 30 45 mA 
ISS 負回路電流 無信号時 — –30 –45 mA 
Gv1 入出力間電圧利得 Vol/トレブル共用アンプ利得 = 18 dB

設定, BYPASS 
16 18 20 dB 

Gv2 入出力間電圧利得 Vol/トレブル共用アンプ利得 = 18 dB
設定, QXpanderモード， 
Vi = 20 mVrms 

25.5 27.5 29.5 dB 

Vomax 最大出力電圧 RL = 10 kΩ, THD = 1% 1.2 1.6 — Vrms 
THD 出力歪率 BW = 400～30 kHz — 0.02 0.08 % 
No1 出力雑音電圧 JIS-A, Rg = 5.1 kΩ,  

VOL = –∞, BYPASS 
— 6 15 µVrms 

No2  JIS-A, Rg = 5.1 kΩ, VOL = –∞,  
QXpanderモード 

— 11 30 µVrms 

ATTmax 最大減衰量 出力レベル基準 (Vo = 1 Vrms),  
–∞設定時, JIS-A 

— –95 –90 dB 

GB1 3 dB 1.5 3 4.5 
GB2 6 dB 4.5 6 7.5 
GB3 9 dB 7.5 9 10.5 
GB4 12 dB 10.5 12 13.5 
GB5 15 dB 13.5 15 16.5 
GB6 18 dB 16.5 18 19.5 
GB7 

バスブースト量 

21 dB 

f = 1 kHz,  
Vo = 80 mVrms基準 

19.5 21 22.5 
GT1 3 dB 1.5 3 4.5 
GT2 6 dB 4.5 6 7.5 
GT3 

トレブルブースト量 

9 dB 

f = 1 kHz,  
Vo = 80 mVrms基準 

7.5 9 10.5 

dB 
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機能説明 

IN

OUT
Gv=20log

R2

C1 C2

R1

R2+R3
R1 +2

+2

Fo=
2 R1(R2+R3)C1C2

1

Q
C1+C2

1 C1C2R2

R1R3

R3
R1

(1) 

9,16 10,1 5

TONEL

R2,R3 ( )
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応用回路図 
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外形寸法図 
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営業企画統括部　〒100-0004 東京都千代田区大手町2-6-2日本ビル

安全設計に関するお願い
1.弊社は品質，信頼性の向上に努めておりますが，半導体製品は故障が発生したり，誤動作する場合があります。弊社の半導体製品の故障又は誤動作によって結果として，人身事故
火災事故，社会的損害などを生じさせないような安全性を考慮した冗長設計，延焼対策設計，誤動作防止設計などの安全設計に十分ご留意ください。

本資料ご利用に際しての留意事項
1. 本資料は，お客様が用途に応じた適切なルネサス テクノロジ製品をご購入いただくための参考資料であり，本資料中に記載の技術情報についてルネサス テクノロジが所有する知
的財産権その他の権利の実施，使用を許諾するものではありません。

2. 本資料に記載の製品データ，図，表，プログラム，アルゴリズムその他応用回路例の使用に起因する損害，第三者所有の権利に対する侵害に関し，ルネサス テクノロジは責任を負
いません。

3. 本資料に記載の製品データ，図，表，プログラム，アルゴリズムその他全ての情報は本資料発行時点のものであり，ルネサス テクノロジは，予告なしに，本資料に記載した製品ま
たは仕様を変更することがあります。ルネサス テクノロジ半導体製品のご購入に当たりましては，事前にルネサス テクノロジ，ルネサス販売または特約店へ最新の情報をご確認
頂きますとともに，ルネサス テクノロジホームページ(http://www.renesas.com)などを通じて公開される情報に常にご注意ください。

4. 本資料に記載した情報は，正確を期すため，慎重に制作したものですが万一本資料の記述誤りに起因する損害がお客様に生じた場合には，ルネサス テクノロジはその責任を負いま
せん。

5. 本資料に記載の製品データ，図，表に示す技術的な内容，プログラム及びアルゴリズムを流用する場合は，技術内容，プログラム，アルゴリズム単位で評価するだけでなく，シス
テム全体で十分に評価し，お客様の責任において適用可否を判断してください。ルネサス テクノロジは，適用可否に対する責任は負いません。

6. 本資料に記載された製品は，人命にかかわるような状況の下で使用される機器あるいはシステムに用いられることを目的として設計，製造されたものではありません。本資料に記
載の製品を運輸，移動体用，医療用，航空宇宙用，原子力制御用，海底中継用機器あるいはシステムなど，特殊用途へのご利用をご検討の際には，ルネサス テクノロジ，ルネサス
販売または特約店へご照会ください。

7.本資料の転載，複製については，文書によるルネサステクノロジの事前の承諾が必要です。
8.本資料に関し詳細についてのお問い合わせ，その他お気付きの点がございましたらルネサステクノロジ，ルネサス販売または特約店までご照会ください。

営業お問合せ窓口
株式会社ルネサス販売

(03) 5201-5350

(044) 549-1662

(042) 524-8701

(011) 210-8717

(022) 221-1351

(0246) 22-3222

(029) 271-9411
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鹿 児 島 支 店
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